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西日本新聞をご購読のあなたにお届けしています
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「八女農みらい館」での販売実習　八女農業高等学校

　「八女農みらい館」は今年で１３年目を迎え、多くの皆様にご利用
いただいています。販売所では、レンゲ・アイガモ農法で栽培した「レ
ンアイ米」、新鮮な卵や旬の野菜・果物、季節の花苗や鉢花・切り花、
ペットボトル茶の「八農高茶（はつのうこうちゃ）」や煎茶、福岡県
６次化商品コンクールで奨励賞を受賞した「八女農からの贈り物」
ジャムセットの各種ジャムや焼き立てパン、本校の茶葉を原料にし
た「お茶クッキー」、堆肥やぼかし肥料など、たくさんの農産物を販
売しています。
  販売所は週２回（火曜、金曜）開館し、３年生の授業で販売実習を
実施しています。自ら栽培・飼育・加工した農産物を自ら販売する
ことは、生徒の学習意欲の向上を図る上でとても効果的です。また、
本校の農業教育活動を地域の
方々に理解していただき、連携
を深めたいと考えています。
　販売実習（接客マナー、農産
物説明、レジ操作など）を通し
て、生徒にコミュニケーション
力や経営感覚などを身に付け、
自らも地域に貢献していること
を自覚させるよう指導していま
す。今後とも地域の皆さんのご
協力をよろしくお願いします。
４月の校内販売所（みらい館）の開館日
４日（火）、11日（火）、18日（火）、21日（金）、25日（火）、28日（金）
 販売時間は、10 時 30 分～ 15 時 30 分です。

（※４月４日（金）の販売時間は、10 時 30 分～ 12 時 30 分です）
多くの皆様のお越しを心からお待ちしています。

第 21 回矢部川交流中学軟式野球大会開催
　ヤンマー建機杯第 21 回矢部川交流中学軟式野球大会が 4 月 9 日㈰・15
日㈯・16 日㈰、福岡県・筑後市・八女市・広川町・柳川市・みやま市の各
教育委員会の後援とヤンマー建機株式会社の地域支援活動の特別協賛を頂き
本年は 27 チームの参加で開催します。みなさんの応援をお願いします。
開会式は 4 月 9 日㈰ 8 時 30 分よりヤンマー建機野球場で開催します。

写真は昨年第20回の準優勝校  八女西中学校（八女市）　優勝は大川南中学（大川市）
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第 21 回八女茶で健康 「八女伝統本玉露」ニュ－ヨ－クで大評判！

　八女伝統本玉露推進協議会（会長 斉藤元）は、ニュ－ヨ－クで「八女伝
統本玉露」の商談会と “ しずく茶 ” などの PR イベントを実施し、大きな反
響を得ました。県茶連は同行していませんが事務局の一員として関係して
おりますので、帰国報告のあった内容についてご紹介します。
　実施日は、現地日時の平成 29 年 3 月 8 日～ 10 日で、八女からは、伝統
本玉露生産者、茶商、八女市職員の方々 6 名が出席されました。
　最初に、開店前ではありますが現地のレストラン「MIFUNE」で商談を行
いました。また、雑誌「Food & Wine」等 100 以上もの雑誌のブランドを束ね、
イギリスのタイム・イングランドを所有する巨大メディア「Time Inc」社の
本社を訪問し、玉露のしずく茶を PR しました。
　さらに、アメリカで注目されているレストラン「Single Thread」の料理
と八女茶のペアリング実施のほか、これとは別のレストラン「The Kitchen 
Table」にレストランオ－ナ－、シェフを招き商談や PR を行いました。
　現在、レストラン数店から商談に入っております。この取り組みは今後、
数年間継続することとされています。成り行きは、随時お知らせしたいと
考えております。

「三徳の家庭菜園」  ㊲
【ミズナ】～～鍋用からサラダ食でも人気が出た京野菜～～

　ミズナ（水菜）は、アブラナ科の非結球性葉菜である漬け菜の一
種で、分けつ性が強く、切れ込みのある葉に尖った葉先が特徴です。
なお、ミブナ（壬生菜）はミズナの葉のギザギザがなくなった丸葉
の変異種です。ミズナは、京都で発達したためキョウナ（京菜）と
も呼ばれて、昔は鍋などの煮炊き用途が中心でしたが、近年は、シャ
キシャキした食感と癖のなさからサラダ用食材としても人気が出て、
和洋中のさまざまな料理に使われます。
　良いミズナを作るには、畝を乾かさないことが肝心で、株元に敷
きワラなどをして水分保持に努め、かん水は頻繁に行いましょう。
ミズナ栽培では、サラダ等の生食用途が中心の小株作りと、煮炊き
用途が中心の大株作りの２通りがあり
ます。いずれも基肥を全層に施して幅
120 ～ 130cm の畝を立てますが、小株
作りでは、この畝に条間を５～８cm 採っ
てまき溝をつけて種子を直まきし、本葉
４～５枚の頃までに１～２回の間引きを
行い、最終的に 10cm 程度の株間にして
育てます。その後、本葉が 20 ～ 30 枚
と株がある程度の大きさに張って草丈が
30cm ほどに達したら順次根から引き抜
いて収穫します。ミズナは、生育適温が
15 ～ 25℃と冷涼な気候を好みますが、
小株作りは栽培期間が短いので、種まき
は３月から10月までの期間は可能です。
　一方、ミズナの大株作りは、８～９月
に種子を鉢かセルトレイに播いて苗を作
り、苗が本葉５～６枚の頃に、条間を
60cm で株間を約 35cm 採って浅植えし
ます。定植後は苗が活着した頃とその２
～３週間後、それに株の肥大期頃に追肥
を施し、11 ～２月の冬季に４～５kg の
大株に仕上げて収穫します。 福岡県農業大学校　嘱託　林　三徳

販売所「八女農みらい館」

●収穫が近づいたサラダ用のミズナ
（小株採り；本葉が 20 ～ 30 枚で株

張りがあって、草丈が 30㎝ｃｍ程
に達したら順次根から引き抜いて収
穫します）

●株間狭いと株張りが十分でなく、
反対に広すぎると葉軸が緑色になり
やすく、さえた白色が出ません。

福岡県茶生産組合連合会事務局長　仁田原寿一


